
『バガヴァッド・ギーター』における

悪について

山本和彦

I問題の所在

インドの大叙事詩『マハー・バーラタ」(Mahabharata)の一部分を構成し，

紀元前後のインドで成立したヒンドゥー教の聖典『バガヴァッド・ギー

ター』(BhagavadgTta)のなかで，何が悪と考えられていたのであろうか。本
1）2）

稿では，『バガヴァッド・ギーター」のなかで見られる悪の意味を含むこと

ばの内容について考察する。

Ⅱ悪を意味する語

「バガヴァッド・ギーター』のなかで，悪を意味する語のうち，使用例す
3）

べてが悪を内容としているのは，「パーパ」(papa)16例，「ドーシャ」
4 ）5）6）

(dosa)9例，「アシユバ」(aSubha)6例，「カルマシヤ」(kalmasa)5例，
7 ）8）

｢アダルマ」(adharma)5例，「キルビシヤ」(kilbisa)4例，「アガ」(agha)
9 ）10）11）

2例，「パープマン」(papman)2例，「パータカ」(pataka)1例，「ヴリジ
12）13）

ナ」(vrjina)1例，アクシャラ(akuSala)1例などである。また，悪困難

を意味する接頭辞(dus-)がついた単語は，「ドゥシュクリット」(dus-krt/-
1 4）15）

a/-in)3例，「スドウルアーチャーラ」(su-dur-acara)1例，「ドゥルガテ
］6）

イ」(dur-gati)1例などである。複数回使用されるが，そのすべてが悪を意
17）

味するわけではない単語は，「アサット」(asat)10例などである。

このうち，「パーパ」(papa)は，悪を意味するサンスクリット語のなかで

最も一般的な単語であり，『バガヴァッド・ギーター」のなかでも悪の観念
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をあらわすのに最も多く用いられている。「ドーシヤ」(dosa)は悪というよ

りも，過失であるが，悪の意味が含まれている。「アシュバ」(aSubha)は，

浄(Subha)に否定の接頭辞(a-)が付いたものであり，直訳すれば不浄(a-

§ubha)であるが，インドでは善・悪と浄・不浄との観念は重なる部分が多

いので，内容的には悪を含む語である。「アダルマ」(adharma)は，『バガヴ

ァッド・ギーター」のなかでの文脈では具体的な内容がはっきりしないが，

サーンキヤ哲学では，悪い行為の余力，結果を内容としている。「アサット」

(asat)は，存在する(ras)という動詞語根の現在分詞(sat)に否定の接頭

辞(a-)が付いたものであり，直訳すれば非存在(a-sat)であるが，『バガヴ
18）

アッド・ギーター」自身がこのことばの多義性について述べており，悪とい

う観念も含まれており，おそらく2例が悪の意味で用いられていると思われ

る。

Ⅲ内容分析

物語の展開を簡単に概観しておく。「バガヴァッド・ギーター」は，パー

ンダヴァ(Pandava)五王子とカウラヴァ(Kaurava)百王子との戦争直前に

おけるアルジュナ(Arjuna)とクリシュナ(Krsna)との対話という形をと

っている。親戚関係にある両家が戦争を開始することに，パーンダヴァ第三

王子アルジュナは疑問を持つ。アルジュナの御者であるクリシュナ（ヴィシ

ュヌ神の化身）は，アルジュナに対-して，自分の義務(svadharma)を果た

すべきであるとアドヴァイスする。クシャトリヤ(ksatriya)の生まれである

アルジュナにとって，正義の戦争を遂行することは義務である。クリシュナ

は悩めるアルジュナに対して，輪廻(samsara),業(karman),アートマン

(atman),ブラフマン(brahInan)など人間と宇宙についての秘密を解き明か

し，そして，祭祀(yajna),行為(karman),知識(jmna),信愛(bhakti),

瞑想(dhyana)などあらゆる解脱手段(yoga)を述べる。最後にはアルジュ

ナは悩みをすべて解消し，自らの義務を果たすためカウラヴァ百王子と戦う

決意をする。
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物語は，戦闘配置の描写から始まる。この描写は，読者を退屈させるが，

第2章以下を引き立たせる効果を持っている。導入部分は，第2章第1O詩頌

まで続き，そこまでで見られる悪の観念は，すべてクリシュナに対するアル

ジュナの発言のなかにある。具体的にその内容を見てみよう。なお，和訳は

原文のニュアンスが伝わるよう直訳にし，悪の観念を含む語はカタカナ表記
19）20）

にし，参考のために代表的な現代語訳（エジャートン，ゼーナー）と最近の
21）22）23）

和訳（辻直四郎，上村勝彦，鎧淳）を註のなかで示すことにする。

nihatyadhnrtaraStrannahkapr丁tihsyajjanardana/

papamevaSrayedasmanhatvait3natatayinah//(1.36)

「ドリタラーシュトラの息子たちを殺して，私たちにどんな喜びがあろ

うか，人を悩ます者（クリシュナ）よ。彼ら弓を引く者たちを殺して，
24）

パーパ(papa)だけが私たちに残る｡」

アルジュナはクリシュナに，一族を相手に戦争することはできないと言う。

戦争において一族を殺すことは悪であるとアルジュナは考える。一番最初に

出てくる悪を内容とする語は，アルジュナから発せられた「パーパ」(papa)

である。ドリタラーシュトラの息子たちであるカウラヴァ百王子を殺すこと，

つまり悪いことを行うことによって，アルジュナに残るものは何であろうか。

おそらく輪廻(san,sara)の原因(karana)としての業(karman)であろう。

ここでの「パーパ」(papa)の内容は，百王子を殺すことという悪い(papa)

行為(karman)の結果(phala),指向力(36aya),潜在的影響力(samskara),

輪廻の原因(samsara-karana),輪廻の種子(samsara-bTja),仏教思想で言えば

悪業であると考えられる。

yadyapyetenapaSyantllobhopahatacetasah/

kulak9ayakrtamdoSammitradrohecapatakam//(1.38)

「たとえ，負欲で心が害された人々が，一族の滅亡によって作られた
25）26）27）

ドーシヤ(doSa)と友を傷つけるときのパータカ(pataka)を見なくて

も,」

ここでは，「ドーシャ」(dosa)と「パータカ」(pataka)という語が用いら
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れているが，その内容は単なる悪ではなくて，悪い行為によって作り出され

た結果であり，第1章36頌での「パーパ」(papa)と同じ内容（悪行の結果）

であると思われる。

kathamnajfieyamasmabhihpapadasmannivartitum/

kulakSayakrtamdoSamprapaSyadbhirjanardana//(1.39)
28）

「一族の破滅によって作られたドーシャ(dosa)を見ようとしている私
29）

たちは，どうしても，このパーパ(papa)から脱出するため〔の方法

を〕知るべきではないか。人を悩ます者（クリシュナ）よ｡」

ここでの「ドーシャ」(dosa)も，悪によって作られたもの（行為の結果）

であり，その直前の「パーパ」(papa)の言い換えである。パーパとドーシ

ャは同内容であり，悪い行為の結果である。

kulakSayepranaSyantikuladharmahsanatanah/

dharmenaStekulamkrtsnamadharmo'bhibhavatyuta//(l.40)
30)31)

「一族が破滅するとき，永続してきた一族の法(dharma)は消滅する。
32）

そして，法が消滅するとき，アダルマ(adharma)が一族をすべて征服

する｡」

ここでの法（ダルマ）とは，教典に書かれている祭祀を実行することによ

って得られる果報であり，善い行為の結果である。アダルマ(adharma)と

は，それを実行しないことによって，もたらされる結果であり，感官の対象
33）

に対する執着と無知の結果である。従って，アダルマは悪い行為の結果であ

ると考えられる。ここでは祭祀(yajna)との関連で悪行の結果が言われてい

る。

adharmabhibhavatkrSIJapraduSyantikulastriyah/

strrSuduStasuvgrSneyajayatevarnasamkarah//(1.41)
34）

「アダルマ(adharma)による〔一族の〕征服から，クリシュナよ’一

族のなかの女性たちは悪くなる。女性が悪くなるとき，ヴリシュニ家の

一員（クリシュナ）よ，種姓（ヴァルナ）の混合が生じる｡」

ここは，第1章40頌の続きであり，アダルマ(adharma)の意味内容は，
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前頌とまったく同じである。アダルマは，悪い行為の結果である。ここでも

祭祀(yajna)との関連で悪行の結果が言われている。

doSairetaihkulaghnanamvamasamkarakarakaih/

utsadyantejatidharmahkuladharmaSca誼§vatah//(1.43)
35）

「一族の混血を作るものであり，一族の破壊者たちのこのドーシャ

(dosa)によって，永続してきた生まれの法（階級制度）と一族の法は

破壊される｡」

一族の破壊者が持っており，それによって一族の法が破壊されるものとは，

何であろうか。やはりここでもドーシャの内容は悪い行為の結果であると考

えられる。

ahobatamahatpapamkartumvyavasitavayam/

yadrajyasukhalobhenahantumsvajanamudyatah//(1.45)
36）

「ああ，大きなパーパ(papa)を行う決意をした私たちは，王の楽しみ

に対する負欲という理由で，自分の一族を殺そうとしている｡」

ここでは，「悪いことを行う」(PaPamkartum)のか「悪い行為の結果を作

る」(papamkartum)のかどちらであろうか。一族を殺すという行為そのもの

は，悪行の結果を作るというよりも，悪を行うという行為と一致する。悪を

行った結果として，悪行の結果ができるのである。したがって，ここでの

パーパの内容は，一族の殺害という悪い行為，もしくは悪である。

karpanyadoSopahatasvabhavahprcchamitvamdharmasammndha-

cetah/

yacchreyahsyanniScitambrnhitanmeSiSyaste'hamSadhimam

tvamprapannam//(2.7)
37）38）39）

「〔私は〕哀れみのドーシャ(dosa)によって傷つけられた自分の状態

を持ち，〔クシャトリヤとしての自分の〕義務〔の遂行〕を迷う心を持

っている。どちらがよりすぐ、れているのかを私はあなた（クリシュナ）

に問う。きっぱりとそれを私に言ってくれ。私はあなたの弟子である。

あなたに鮠いている私に命じてくれ｡」
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「哀れみ」とは，一族を殺すことを象徴的に述べたものである。「ドーシ

ャによって傷つけられた自分の状態」とは，一族を殺害するという悪を原因

とする悪い行為の結果が自分を傷つけるという意味である。そう考えれば，

ここでのドーシャは悪行の結果である。

以上の導入部分はすべて，アルジュナの発言中の悪の観念であった。以下，

物語は本格的に始まる。クリシュナは輪廻(samsara)と個人的主体(3tman,

dehin)についての真実を述べる。肉体が滅びても，個人的主体としての魂

(アートマン，デーヒン）は不滅であり，それゆえ一族を殺しても滅びるの

は肉体だけであり，個人的主体（アートマン，デーヒン）は輪廻を続けるの
40）

である。したがって，人が死んでも，それは肉体が減しただけであり，永遠

の別れではなく嘆き悲しむ必要はない。クリシュナの最初の悪についての言

及を見てみよう。

athacettvamimamdharmyamsamgramamnakariSyasi/

tatahsvadharmamkTrtimcahitvapapamavapsyasi//(2.33)

「しかし，もしあなた（アルジュナ）がこの義務である戦いを行わない
41）

とすれば，あなたは自分の義務と名声を捨てて，パーパ(papa)を得る

だろう｡」

これは，先ほどのアルジュナからの問いかけに対するクリシュナからの回

答である。ここでの「パーパ」(papa)は，義務(dham,a),名声(krrti)と対

比させられており，悪そのもののことが言われているようにも考えられるが，

｢義務を行わなければパーパを得る(papamavapsyasi)」と言われ，第2章38

頌では「戦争（義務）を行ってもパーパを得ることはない(naivampapam

avapsyasi)」と言われている。そして，次の39頌で「業の束縛を捨てる

(karmabandhamprahasyasi)」と言い換えられており，第2章33頌,38頌,39

頌との関連性を読みとれば，悪い行為の結果であると思われる。ここでは，

自己の本務(svadharma)との関連で悪行の結果について言及されている。

sukhaduhkhesamekrtvalabhalabhaujayajayau/

tatoyuddhayayujyasvanaivampapamavapsyasi//(2.38)
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「楽と苦，得ることと失うこと，勝ちと負けとを同じと考えて，あなた
42）

は戦いに参加しなさい。そうすれば，あなたはパーパ(papa)を得るこ

とは決してない｡」

クリシュナはアルジュナに戦いに参加するようにアドヴァイスする。しか

し，勝ち負けを同じと考えなければならないのである。クシャトリヤの義務

が戦争の実行であることは，アルジュナにも理解できたであろう。しかし，

戦争において勝負を度外視するとはどういうことであろうか。ここでは，結

果に執着せずに行為するという行為の手段，カルマ。ヨーガ(karma-yoga)

が説かれており，それを実修することによる解脱が目指されている。結果を

思い煩うことなく自分の義務に専念すれば，たとえ一族を殺しても悪行の報

い（結果）を受けることはない。ここでの「パーパ」(papa)は,33頌,39

頌との連続性を考慮すれば，解脱の阻害要因としての悪行の結果と解釈でき

る。ここでは，カルマ・ヨーガ（行為という手段）との関連で悪行の結果が

言われている。

buddhiyuktojahatrhaubhesukrtaduSkrte/

tasmadyogayayujyasvayogahkarmasukauSalam//(2.50)

「統覚によって〔カルマ・ヨーガに〕専念する人は，善くなされたもの
43）44）

とドゥシュクリッタ(duSkrta)の両方をこの世で捨てる。それゆえ，あ

なたは〔カルマ・〕ヨーガに専念しなさい。ヨーガは行為するときの技

術である｡」

ドゥシュクリッタは，直訳すれば，「悪くなされもの」という意味であり，

悪くなされた結果である。悪行の結果を捨てることは理解できるが，善くな

された結果までなぜ捨てる必要があるのだろうか。ここでのヨーガも，カル
45）

マ・ヨーガ(karma-yoga)であり，瞑想としてのヨーガではない。行為する

ときに，善い，悪いという価値判断を避けることがカルマ・ヨーガ（行為の

手段）の本質なので，ここでは善悪両方の結果を想定することを捨てること
46）

がアドヴァイスされるのである。それゆえ，「ヨーガは行為するときの技術」

と言われるのである。ここでも，カルマ・ヨーガとの関連で悪行の結果が言
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われている。

yallsarvatr3nabhisnehastattatprapyaSubhaSubham/

nabhinandatinadveStitasyaprajmpratiSthita//(2.57)
47）

「すべてに対して，執着がなく，あらゆるシュバ・アシュバ(Subha-
48）

aSubha)を得ても，喜ばず，憎まない人の智慧は，確立している｡」

シュバとアシュバは，直訳すれば浄と不浄であるが，ここでは相対を離れ

て行動するカルマ。ヨーガのことが言われているので，善。悪の内容を持っ

ていると思われる。ある行為をすると，その行為の動機が結果として残る。

欲望(kama),怒り(krodha),負欲(lobha)などに基づく行為にはその悪い

行為の結果が残る。行為の結果を想定し，それに執着せずに実行された行為

に結果，指向力，潜在力は残らない。悪い行為によって悪い結果が得られる。

したがって，シュバは善い行為の結果，アシュバは悪い行為の結果であると

思われる。ここでも，カルマ・ヨーガ(karma-yoga)との関連で悪行の結果

が言われている。

yajfTaSis垣§inahsantomucyantesarvakilbiSaih/

bhunjatetetvaghampapayepacantyatmakara"t//(313)
49）50）

「祭祀の残りを食べる善人は，すべてのキルビシャ(kilbisa)から解放
51）52）

される。しかし，自分のために料理するパーパ(papa)はアガ(agha)

を食べる｡」

ここでは，祭祀(yajna)による解脱(moksa)が述べられている。ヴェー

ダ(veda)の伝統を『バガヴァッド・ギーター」の作者は否定することなく

尊重する態度が見られる。パーパは善人(sat)と対比させられており，悪人

を意味することがわかる。善人は悪い行為の結果から解放され，悪い行為を

行う悪人は悪い行為の結果を食べることになる。キルビシャとアガはともに

悪行の結果である。ここでは，祭祀との関連で悪行の結果と悪人とが言われ

ている。

evampravartitamcakramnaanuvartayatThayah/

aghayurindriyaramomoghamparthasajTvati//(3.16)
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「このように（五官を超えて）回転する車輪を回転させず，感官による
53）54）

楽しみを持つアガーユ(aghayu)は,[解脱できずに〕無益に生きる，

プリターの子よ｡」

感官によって外の対象に執着する者がアガーユ(aghayu)であると言われ

ている。執着することによって悪行の結果が残る。悪い結果を持つ者は，悪

人である。アガーユは悪人である。感官の制御を行わない者が悪人であると

言われている。感官の制御はカルマ・ヨーガにとって必要なことである。こ

こでは，カルマ・ヨーガとの関連で悪人について述べられている。

athakenaprayuktoayampapamcaratipnruSah/

anicchannapivarSneyabaladivaniyojitah//(3.36)
55）56）

「それでは何が原因で，この人間はパーパ(papa)をなすのか。望んで

いないのに，ヴリシュニ家の一員（クリシュナ）よ。まるで〔何かの〕

力に駆り立てられるように｡」

ここは，クリシュナに対するアルジュナからの質問である。なぜ人間は悪

を行う(papamcarati)のか，悪の原因(prayukta)は何かとアルジュナはク

リシュナに問う。ここでのパーパは悪，もしくは悪行である。

kamaeSakrodhaeSarajogunasamudbhavah/

mahaSanomahapapmaviddhyenamihavairinam//(3.37)

「それ（悪の原因）は欲望であり，それは怒りである。激性（ラジャ

ス）の要素（グナ）から生じたものであり，大きな食欲を持ち，大きな
57）

パープマン(papman)を持つものである。これ（悪の原因）をこの世で

の敵と知れ｡」

第3章36頌に対するクリシユナからの回答である。欲望(kama)と怒り

(krodha)が原因で，人は悪いことをする。そして，その結果が残る。欲望

と怒りは限りがなく（大きな食欲を持ち)，大きな悪行の結果を結果として

持っている（大きなパープマンを持つ)。したがって，パープマン(papman)

は悪行の結果である。

tasmattvamindrivanvadaunivamvabharatarsabha/
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papmanamprajahThyenamjiianavijfiananaSanam//(3.41)

「それゆえ，あなたは最初に諸感官を制御して，バラタの牛（アルジュ
58）59）

ナ）よ，理論的知識と応用的知識を破壊するこのパープマン(papman)

を殺せ｡」

ここは37頌から続いている。悪行の結果を生じさせない具体的な方法が述

べられる。それは感官の制御である。瞑想(dhyana)のヨーガもカルマ・

ヨーガ（行為という手段）もともに感官の制御が必要であるが，ここでは第

3章のテーマであるカルマ・ヨーガのことが述べられている。カルマ・ヨー

ガによって，欲望と怒りを制御する。欲望と怒りがなければ，悪行の結果は

生じない。したがって，パープマンは悪行の結果である。ここでは，カル

マ。ヨーガとの関連で悪行の結果が言われている。

yadayadahidharmasyaglanirbhavatibharata/

abhyutthanamadharmasyatadatmanamsrjamyaham//(4.7)
60)61)62)63)

「実に，法(dharma)の減少があり，アダルマ(adharma)の増加がある

ときにはいつも，バラタの子孫よ，私（クリシュナ）は自らを創造す

る｡」

ここでのアダルマも第1章40,41頌と同じ内容であり，教典に書かれた祭

祀を実行しないことによって生じる感官の対象に対する執着と無知の結果で

あると考えられる。アダルマ(adharma)は，悪い行為の結果である。ここ

では祭祀(yajha)との関連で悪行の結果が言われている。

paritranayasadhnnamvmaSayacaduSkrtam/

dharmasamsthapanarthayasambhavamiyugeyuge//(4.8)
64）65）

「善人の救助のために，ドウシュクリッ卜(duskrt)の消滅のために，

そして，正義を確立するために私（クリシュナ）は各々のユガ期に現れ

る｡」

ここでは，善人(sadhu)と対比させてドゥシュクリッ卜ということばが

用いられている。ここでのドゥシュクリッ1,は善人の対立概念である悪人で

ある。
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kimkarmakimakarmetikavayo'pyatramohitah/

tattekarmapravakSyamiyajjfiatvamokSyaseaSubhat//(4.16)

「｢行為とは何か，無行為とは何か』ということは，詩人でさえも混乱

する。この行為をあなた（アルジュナ）のために説明しよう。それを知
66）67）

って，あなたはアシュバ(aSubha)から解放されるだろう。」

人は何から解放される，つまり解脱(moksa)するのであろうか。それは

輪廻(samsara)からであるが，人を輪廻のなかに縛り付けているものは悪行

の結果である。したがって，ここでのアシュバは具体的に言えば，悪行の結

果である。ここでは，カルマ・ヨーガによる解脱（モークシャ）という視点

で悪行の結果が言われている。

niraSTryatacittatmatyaktasarvaparigrahah/

sarrramkevalamkarmakurvannapnotikilbiSam//(4.21)

「欲望なく，制御された心とアー1､マンを持ち，すべての所有を捨てた
68）69）

人は，身体だけの行為をしながら，キルビシャ(kilbisa)を得ることは

ない｡」

心とアートマンを制御するとは，カルマ・ヨーガのことである。カルマ・

ヨーガによって避けることができるものは悪行の結果である。キルビシヤ

(kilbisa)は悪行の結果である。ここでは，カルマ・ヨーガとの関連で悪行

の結果が言われている。

apareniyataharahpr豆頓npraneSujuhvati/

sarve'pyeteyajfiavidoyajiIakSapitakalma"h//(4.30)

「他の者たち（ヨーガ行者）は，食物を制限し，出息を入息に捧げる。
70）

これらすべての人々は，祭祀を知り，祭祀によってカルマシャ(kalma-
71）

sa)が減する｡」

瞑想のヨーガ(dhyana-yoga)による解脱，祭祀による解脱が述べられてい

る。解脱のために祭祀によって消滅させるものは，悪行の結果である。ここ

でのカルマシャ(kalmasa)は悪行の結果である。ここでは，瞑想と祭祀

(yajha)との関連で悪行の結果が言われている。
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apicedasipapebhyahsarvebhyahpapakrttamah/

sarvamjimnaplavenaivavrjinamsamtariSyasi//(4.36)
Iムノイ、ノワワ、ワ句、74）

「たとえ，あなたがすべてのパーパ(papa)の中で最高のパーパ
イ･ノ
局伊，

(papakrttama)であっても，まさに知識の船によってすべてのヴリジナ
ノOノ
句戸､

(vIjina)を乗り越えるだろう。」

ここでのパーパは両方とも悪人である。知識(jimna)によって消滅するも

のは，悪行の結果である。ヴリジナ(vrjina)は悪行の結果である。ここで

は，第4章のテーマである知識のヨーガ(jimna-yoga)との関連で悪行の結

果が言われている。

brahmanyadhayakarmanisangamtyaktvakarotiyah/

lipyatenasapapenapadmapattramivambhasH//(5.10)

「ブラフマンに諸行為を捧げ，執着を捨てて〔行為を〕なす者は，パー
77）
ロ,ノ

パ(papa)に汚されることはない。〔汚〕水に蓮華の葉が（汚されない）

1－．スノー｜
ふノV－O」

行為の結果を放棄し，執着を捨てる者が汚されないものは，悪行の結果で

ある。ここでのパーパは悪行の結果である。第五章のテーマは行為の放棄と

いう手段(karma-samnyasa-yoga)であり，行為の結果に対する執着の放棄を

意味する。それはまたカルマ。ヨーガのことである。ここでは，カルマ・

ヨーガとの関連で悪行の結果が言われている。

nadattekasyacitpapamnacaivasukrtamvibhuh/

ajfmnenavrtamjimnamtenamuhyantijantavah//(5.15)
78）

「すべてに存在する者（個人的主体）は，どんなパーパ(papa)もどん
79）

な善行の結果(sukrta)も受け取らない。無知に覆われた知識によって，

人々は迷う。」

善行の結果(sukrta)と対比されるここでのパーパは悪行の結果である。

tadbuddhaVastadatmanastannisthastatparaVanah/
ご み

gacchantyapunar3vrttimjfiananirdhntakalmaSah//(5.17)

「それ（知識）を統覚として持ち，それをアートマンとして持ち，それ
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を拠り所として持ち，それを最高の道として持ち，知識によって振り落
80)81)

とされたカルマシャ(kalmasa)を持つ者たちは，再び生まれ変わるこ

とはない｡」
82）

「再び生まれ変わることはない」とは，再び身体に束縛されることがない

ということであり，輪廻からの解脱を意味する。解脱は悪行の結果の束縛か

らの脱出である。知識によって振り落とされるものは，悪行の結果である。

ここでのカルマシャ(kalmasa)は，身体を束縛する原因(karana)としての
83）

悪行の結果(papatmakamkarma)である。ここでは，知識のヨーガ(jmna-

yoga)による輪廻からの解脱という視点で悪行の結果が言われている。

labhantebrahmanirvanamrsavahksmakalmasah/

chinnadvaidhayatatmanahsarvabhntahiterat3h//(5.25)
84）85）

「消滅したカルマシャ(kalmasa)を持ち，断滅した疑惑を持ち，制御

されたアートマンを持ち，万物の幸福を喜ぶ聖仙たちは梵浬梁を得る｡」
86）

浬藥(nirvana)が得られるのは，悪行の結果が減するからである。ここで

のカルマシャ(kalmasa)は悪行の結果である。ここでは，浬藥との関連で

悪行の結果が言われている。

suhmmitraryudasmamadhyasthadveSyabandhuSu/

sadhuSvapicapapeSusamabuddhirviSiSyate//(6.9)

「友，敵，無関心な者，中立者，憎むべき者，一族において，また善人
87）88）89）

(sadhu)においてもパーパ(papa)においてもさえも同じ気持ちを持つ

者は優れている｡」

ここでは善人(sHdhu)とパーパ(papa)が対比されている。パーパは悪人

である。「同じ気持ちを持つ者」とは，カルマ・ヨーガの実行者である。こ

こでは，カルマ・ヨーガとの関連で悪人が言われている。

praSantamanasamhyenamyoginamsukhamuttamam/

upaitiSantarajasambrahmabhntamakalmaSam//(6.27)
90）

「なぜなら，静かなマナスを持ち，静かな感情を持ち，カルマシヤなく
91）

(a-kalmasa),ブラフマンになるこのヨーガ行者に最高の喜びが近づく。」
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ここでは瞑想のヨーガ(dhyana-yoga)の実修による解脱が言われる。瞑想

によってなくなるのは，悪行の結果である。カルマシャ(kalmasa)は悪行

の結果である。ここでは，第六章のテーマである瞑想のヨーガ(dhyana-

yoga)との関連で悪行の結果が言われている。
1 勺1 1〃

yufijannevamsad3tmanamyogrvlgatakaima9all/

sukhenabrahmasamsparSamatVantamsukhamaSnute//(6.28)

「このように，常にアートマンに（マナスを）結びつけ，消滅したカル
92）93）

マシャ(kalmasa)を持つヨーガ行者は，簡単に無限の喜びであるブラ

フマンとの遭遇に至る｡」

ヨーガ行者が持っている消滅したものは，悪行の結果である。ここでのカ

ルマシャ(kalmasa)は悪行の結果である。ここでも，瞑想のヨーガとの関

連で悪行の結果が言われている。

parthanaivehanamutravinaSastasyavidyate/

nahikalyanakrtkaSciddurgatimtatagacchati//(6.40)

「プリターの子（アルジュナ）よ，現世でも来世でも彼（ヨーガの脱落

者）の破滅は見られない。なぜなら，善行者(kalyanakrt)は誰もドゥ
94）95）

ルガティ(durgati)へ行くことはないから｡」

善行者が行かない場所は，善の反対概念である悪の道であろう。ここでは，

ヨーガ行者(yogin)との関連で悪の道が言われている。

prayatnadyatamanastuyogTsamSuddhakilbiSah/

anekajanmasamsiddhastatoyatiparamgatim//(6.45)
96）97）

「しかし，〔感官が〕制御され，清浄なキルビシャ(kilbisa)を持ち，多

くの誕生によって完成したヨーガ行者は，苦行（ヨーガ）から最高の道

（解脱）に行く。」

ヨーガ（瞑想）によって清められるのは，悪行の結果である。ここでのキ

ルビシャ(kilbisa)は悪行の結果である。ここでは，瞑想のヨーガとの関連

で悪行の結果が言われている。

namamduSkrtinomndhahprapadyantenaradhamah/
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mayayapahrtajfianaasurambhavamaSritah//(7.15)
98）99）

「ドウシュクリッテイン(duSk¥tin)であり，惑わされている最も低い

人間は，私に帰依しない。幻（マーヤー）に知識を奪われた者たちは，

魔（アスラ）的な状態に留まる｡」

ドゥシュクリッティン(duskrtin)は，直訳すれば悪行を持つ者であり，

クリシュナに帰依しないものは，悪人である。ここでは，知識のヨーガ

(jfiana-yoga)と関連して悪人が言われている。

yeSamtvantagatampapamjananampunyakarmanam/

tedvandvamohanirmuktabhajantemamdl･dhavratah//(7.28)
100）

「しかし，清浄な業（カルマン）を持つ人々のパーパ(papa)は消滅し

ており，彼らは相対論の幻想から解放され，固い誓いを持ち，私を信愛

する｡」

清浄な業を持つとは，悪行の結果を持っていないことである。ここでの

パーパ(papa)は悪行の結果である。ここでは，信愛のヨーガ(bhakti-yoga)

との関連で悪行の結果が言われている。

idamtuteguhyatamampravakSyEImyanasnyave/

jimnamvijimnasahitamyajjfiatvamokSyaseaSubhat//(9.1)

「しかし，私は悪意のないあなたのためにこの最高の秘密である理論的

知識を応用的知識とともに教示しよう。それを知って，あなたはアシ1
101)102)

'W(aSubha)から解放されるだろう｡」

解脱は輪廻の束縛から解放されることである。人間を輪廻に束縛している

ものは，悪行の結果である。ここでのアシュバ(aSubha)は，悪行の結果で

ある。ここでは，輪廻からの解脱（モークシャ）との関連で悪行の結果が言

われている。

traividyamamsomapahpntapapayajhairiStvasvargatimprarthaya-

nte/

tepunyamasadyasurendralokamaSnantidivyandividevabhogan//

（9.20）
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103）

「3つ〔のヴェーダ〕を知り，ソーマ〔酒〕を飲み，清らかなパーパ
104）

(papa)を持つ者たちは，祭祀によって，私（クリシュナ）を祀り，天

への道を願う。彼らは，清浄な神の王（インドラ）の世界に到着し，天

において神聖な神の楽しみを享受する｡」

ヴェーダの知識祭祀(yajna)という手段による解脱が言われている。解

脱を目的とするときに清められるべきものは悪行の結果である。ここでの

パーパは悪行の結果である。ここでは，祭祀による解脱(moksa)との関連

で悪行の結果が言われている。

ubhaSubhaphalairevammokSyasekarmabandhanaih/§ubh丞ubhaphalairevammokSyaseKarmaDanqnanaln／

samnyasayogayuktatmavimuktomamupaiSyasi//(9.28)
105）106）

「このように，シュバとアシュバ(Subha-aSubha)の結果である行為の

結果（業）の束縛からあなたは解放されるだろう。放棄によってヨーガ

に専念するアートマンを持つ解脱者であるあなたは，私のもとに来るだ

ろう。」

「放棄」(samnyasa)とは，結果に対する執着の放棄である。放棄による

ヨーガとは，カルマ・ヨーガのことである。行為の結果(phala)が業

(karma)の束縛であるので，アシュバは善行，アシュバ(aSubha)は悪行で

ある。「バガヴァッド・ギーター」でも行為の結果は，カルマン(karman)

と言われていることがここでわかる。ここでは，カルマ・ヨーガとの関連で

悪行が言われている。

apicetsuduracarobhajatemamananyabhak/

sadhurevasamantavyahsamyagvyavasitohisah//(9.30)
107）108）

「たとえスドゥルアーチャーラ(suduracara)であっても，もし（クリ

シュナ以外の）他の者を求めず，私（クリシュナ）を信愛すれば，彼は

必ず善人(sadhu)と考えられるべきである。なぜなら，彼は正しい決

定をしたからである｡」

スドゥルアーチャーラ(suduracara)は，直訳すれば「非常に悪いことを

行う者」という意味になる。ここでは，善人(sadhu)と対比されられてお
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り，悪人である。ここでは，信愛の手段(bhakti-yoga)との関連で悪人が言

われている。

mamhiparthavyapaSrityaye'pisyuhpHpayonayah/

striyovaiSyastathasndraste'piyantiparamgatim//(9.32)
109)110)

「なぜなら，プリターの子よ，悪い母胎からの者(papa-yonin),女，ヴ

ァイシャ，シュードラであっても，私に帰依して，最高の道（解脱）を

行くからである｡」

「悪い母胎からの者」とは，前世で悪行の結果を積み，それを持って生ま

れてくる者という意味であろう。ここでのパーパ(papa)は悪である。ここ

では，輪廻との関連で悪が言われている。

yomamajamanadimcavettilokamaheSvaram/

asammndhahsamartyesusarvapapaihpramucvate//(10.3)

「私（クリシュナ）を再び生まれて来ない者，始まりのない者，世界の

偉大な自在神であると知る者は，この人の世で，迷いなく（思慮深く），
lll）

すべてのパーパ(papa)から解放される｡」

「再び生まれて来ない者」とは，輪廻しない者のことである。クリシュナ

の本質を知っているとは，どういうことであろうか。クリシュナはヴイシュ

ヌ神の化身であり，神を知るものとは解脱した者のことである。解脱のため

に解放されるのは，悪行の結果からである。パーパ(papa)は悪行の結果で

ある。ここでは，解脱との関連で悪行の結果が言われている。

yonahrSyatinadve8tinaSocatinakankSati/

subhaSubhaparityagrbhaktimanyahsamepriyah//(12.17)
112）

「喜ばず，憎まず，悲しまず，望まず，シュバとアシュバ(6ubha-
113）

aSubha)を捨て，信愛を持つ者，彼は私の愛する人である｡」

相対を捨てること，つまりカルマ・ヨーガ(karma-yoga)の実践と信愛

(bhakti)を持つことが勧められている。カルマ・ヨーガにおいては，善悪両

方の結果に対する執着を捨てねばならない。シュバ(Subha)は善い行為の

結果であり，アシュバ(aSubha)は悪い行為の結果である。ここでは，力
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ルマ・ヨーガと信愛の手段（バクティ・ヨーガ）との関連で悪行の結果が言

われている。

indriyartheSuvairagyamanahamkaraevaca/

ianmamrtvuiaravvadhiduhkhadosanudarSanam//(13.8)

「感官の諸対象における欲望を離れ，決して我執がなく，生・死・老・
114）

病．苦というドーシャ(dosa)を観察し,」

生(janma),死(mrtyu),老(jarg),病(vyadhi),苦(duhkha)がドーシャ

(dosa)であると言われている。これらはすべて克服すべき，もしくは脱出
115）

すべきものであり，悪である。ドーシャは悪である。「感官の諸対象におけ

る欲望を離れ」と言われているので，ここではカルマ・ヨーガとの関連で悪

が言われている。

puruSahprakrtisthohibhunkteprakrtijangunan/

karanamgunasango'syasadasadyonijanrnasu//(13.21)

「なぜなら，物質原理（プラクリテイ）のなかにある精神原理（プルシ

ャ）は，物質原理から生じた要素（グナ）を享受するからである。この
116）117）

要素との結合が，サットとアサット(sat-asat)の母胎から生まれるとき

の原因である｡」
118）

第9章32頌(papa-yonayah)では，アサツト(asat)の代わりにパーパ（悪

い）という語が使われていた。したがって，ここでのアサットはヨーニン

(yonin)の形容詞であり，「悪い」という意味である。ここでは，輪廻との
119）

関連で悪が言われている。

nirmanamohajitasangadoSaadhyatmanityavinivrttakamah/

dvandvairvimuktahsukhaduhkhasamjiiairgacchantyamndhahpadam

avyayamtat//(15.5)
120）

「傲慢さと妄想がなく，執着というドーシャ(dosa)を克服し，常に最

高のアートマンを持ち，欲望を捨て，楽・苦として知られる相対論から

解放され，迷いのない人々は，この不滅の場所に行く。」

執着はカルマ・ヨーガにおいて捨てるべきものであり，悪行の原因，もし

(33)110



<は悪である。ここでのドーシャ(dosa)は悪である。ここでは，カルマ・

ヨーガと解脱（不滅の場所に行く）との関連で悪が言われている。

kamamagrityaduSpnramdambhamanamadanvitah/

mohadgrhrtvasadgrahanpravartante'Sucivratah//(16.10)

「彼らは，満たし難い欲望に耽り，偽善と傲慢と慢心を持ち，妄想から
121)122)

のアサット(asat)の考えを持ち，不浄(aSuci)な習'|賞を持って，行動

する｡」
123）

アサット(asat)は，欲望，偽善傲慢，慢心，不浄と並列されている。

アサットは，グラーハ(graha,考え）の形容詞であり，「悪い」という意味で

ある。

tanahamdvisatahkrUransamsaresunaradhaman/

kSipamyajasramaSubhanasurTSvevayoniSu//(16.19)
124）

「憎しみを持ち，無慈悲であり，下劣な人間であり，アシュバたち
125）

(aSubha)を私は輪廻の中に，まさに魔的な母胎に，絶えず投げ入れ

る｡」

輪廻(samsara)を繰り返す人間とは，悪行の結果を持つ人間のことである。

アシュバ(aSubha)は悪行の結果を持つ者である悪人である。ここでは，輪

廻との関連で悪人が言われている。

tyajyamdoSavadityekekarmaprahurmanTSinah/

yajfiadanatapahkarmanatyajyamiticapare//(18.3)
126）

「ある智者たちは『ドーシャ(dosa)を持つから，行為は捨てられるべ

きである」と，他の者たちは『祭祀・布施・苦行という行為は捨てられ

るべきでない』と言う。」

ドーシャを持つ行為は，祭祀，布施苦行と対比させられており，捨てら

れるべきものだと言われる。最終的に捨てられるべきものは悪行の結果であ

る。ドーシャ(dosa)は悪行の結果である。ここでは，行為(karman)との

関連で悪行の結果が言われている。

nadveStyakuSalamkarmakuSalenanuSajjate/
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tyagrsattvasamaviStomedhavTchinnasamSayah//(18.10)
127）128）

「純性に満ち，疑惑を断ち，賢明である捨離者は，アクシャラ
129)130)

(akuSala)の業を嫌わず，クシャラ(kuSala)の場合〔でも〕執着しな

い｡」

クシャラ(kuSala)という語は第2章50頌において用いられており，「ヨー

ガは行為するときの技術である」(yogahkarmasukauSalam)と言われている。

そこでは技術という意味であった。しかし，ここではクシャラは善であり，

それに否定辞がついたアクシャラは悪である。ここでは，第2章50頌と同じ

くカルマ・ヨーガ(karma-yoga)との関連で悪が言われている。

vavadharmamadharmamcakarvamcakarvamevaca/

ayathavatprajanatibuddhihsapartharajasr//(18.31)
131)132)133)

「法(dharma)とアダルマ(adharma),必ずなされるべきこととなされ

るべきでないことを誤って判断する知性は，プリターの子よ，激性的で

ある｡」

ここでの法とアダルマは，第1-40,41頌，そして第4章7頌での内容と

同じであると考えられる。つまり，法は，教典において書かれた祭祀の実行

による果報であり，アダルマは，それを実行しないことによる悪影響である。

アダルマは，悪い行為の結果であると考えられる。ここでは祭祀(yajna)と

の関連で悪行の結果が言われている。

adharmamdharmamitiyamanyatetamasavrta/

sarvarthanviparrtamScabuddhihsaparthatamasT//(18.32)
134）135）

「アダルマ(adharma)を法(dharma)と考え，暗性に覆われ，すべての

対象物を倒錯する知性は，プリターの子よ，暗性的である｡」

ここでのアダルマは，前頌と同じ意味内容を持つ。アダルマは，悪行の結

果である。ここでも祭祀(yajna)との関連で悪行の結果が言われている。

SreyansvadharmovigunahparadharmatsvanuSthitat/

svabhavaniyatamkarmakurvannapnotikilbiSam//(18.47)

「不完全な自分の義務は，よくなされた他人の義務よりもすぐれている。
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136）

自分の状態（本質）によって定められた行為をなす者は，キルビシャ
137）

(kilbisa)を得ない｡」

結果に執着せず，自分の義務を実行するときには，悪行の結果は残らない。

キルビシャ(kilbisa)は悪行の結果である。ここでは，自己の本務(sva_

dharma)の遂行との関連で悪行の結果が言われている。

sahajamkarmakaunteyasadoSamapinatyajet/

sarvarambhahidoSenadhUmenagnirivHvrtah//(18.48)

「〔自分の誕生と〕ともに生まれた行為は，クンテイーの子よ，ドーシ
138）

ャ(dOsa)を持っていても捨てるべきではない。なぜなら，すべての行
139）

為の始まりは，ドーシャ(dosa)によって覆われているからである。火

が煙によって〔覆われて〕いるように｡」

人が生まれながらにして持っているもの，それは悪行の結果である。前世

で悪行の結果を減し切れていないからこそ再び生まれてくるのである。ドー

シャ(dosa)は悪行の結果である。ここでは，輪廻(samsara)との関連で悪

行の結果が言われている。

sarvadharmanparityajyarnamekamSaranamvraja/

ahamtvasarvapapebhyomokSayigyamim哀sucah//(18.66)

「すべての法を捨てて，私ひとりに帰依しなさい。私はあなたをすべて
140)141)

のパーパ(papa)から解放させるだろう。嘆き悲しむな｡」

最後は最初と同じ語である「パーパ」である。解脱(moksa)のために何

から解放されねばならないのか。それは悪行の結果である。ここでは，クリ

シュナに対する帰依(Sarana),信愛の手段(bhakti-yoga),解脱(moksa)と

の関連で悪行の結果が言われている。

Ⅳまとめ

『バガヴァッド・ギーター』において，悪を内容とする語は行為の結果と

しての業の束縛による輪廻からの解脱の手段との関連のなかで用いられてい

ることがわかった。『バガヴァッド．ギーター」は輪廻(samsara)からの解
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脱(moksa)を目指す書である。解脱を阻害する，行為(karrnan)の結果と

しての業(karman)の束縛からの解放を視点に据えれば，悪とは解脱を阻害

する要因としての悪行の結果を持つことである。従来の現代語で罪(sin)と

訳されてきた単語の具体的な内容は悪行の結果である。悪い行為の結果とし

て，罪がやってくる。その罪は輪廻の原因(karana,hetu,bTja)であり，解脱
142）

の阻害要因であり，悪行の結果である。罪の内容は悪行の結果である。パー

パ(papa),ドーシャ(dosa),アシュバ(aSubha)は，悪行の結果を内容とす

る場合が多く，キルビシャ(kilbisa),カルマシャ(kalmasa),アダルマ

(adharma)の内容はすべて悪行の結果であった。従って，『バガヴァッド・

ギーター」における倫理は，社会的秩序を目指すものではなく，個人の解脱

を目指すものである。本稿において，これらの点が確認された。

l)「バガヴァッド・ギーター」のサンスクリット・テキストとして,7ｿie

MZzh亙肋""",vol.7TheBhTsmaparvan.CriticallyEditedbvS.KBelvalkar,

Poona:BhandarkarOrientalResearchlnstitute,1947を用いる。さらに，シ

ャンカラ註をはじめとする諸註釈書については,Sf""M"gtz沙α恋""withthe

CommentariesSrTmat-SnkarabhRSyawithAnandagiri;NTlakanthr;
〆

BhaSyotkarSadrpikaofDhanapati;SrTdharT;GTtarthasamgrahaof

AbhinavaguptacaryaandGndharthadTpikaofMadhusndanawith
'

GndharthatattvalokaofSrrdharamadattaSarma(BachchaSarma),Editedby
〆

WasudevLaxmanSastrTPan釘kar,Delhi:MunshiramManoharlalPub-

lishersPvtLtd.,1996を用いる。

2）悪についての研究としては，中村元「悪｣，雲井昭善「善悪応報の思想一イ

ンドー般思想として－｣，藤田宏達「原始仏教における悪の観念｣，「仏教思想

2悪」（平楽寺書店1976)pp1-88,pp89-114,ppll5-156などがある。ま

た，『バガヴァッド・ギーター』の倫理観についての研究として，辻直四郎

「道徳」「バガヴァッド・ギーター』（講談社，東京,1980)pp382-391;西尾

秀生「バガヴァッド・ギーターの倫理と仏教｣，「社会倫理と仏教の機能』（日

本仏教学会，平楽寺書店，京都,1983)pp.1-14などがある。

3)1.36,1.39,145,2.33,2.38,3.13,3.36,4.36,5.10,5.15,6.9,7.28,9.20,

9．32,10.3,18.66

4)1.38,1.39,1.43,2.7,13.8,15.5,18.3,1848,18.48

5）2.57,4.16,9.1,9.28,12.17,16.19

6)4.30,5.17,5.25,6.27,6.28

7)1.40,1.41,4.7,18.31,18.32
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8)3.13,4.21,6.45,18.47

9)3.13,3.16また，「アガ」に否定辞がついた「アナガ」(anagha)は3例あ

り，アルジユナに対する呼びかけとして用いられている｡3.3,14.6,15.20

10)3.37,3.41

11)1.38

12)4.36

13)18.10

14)4.8,2.50,7.15

15)9.30

16)6.40

17)2.16,9.19,11.37,11.42,13.12,13.21,16.8,16.10,17.22,17.29

18)17.26-28

19)Edgerton,FTZgBﾙa"""G",pt,l&2.HarvardOrientalSeries,vol.38

&39.Cambridge,Mass.1944.

20)Zaehner,R.C."eB"6Zg"り"G"":withaCommentarybasedontheOri-

ginalSourcesOxfordUniversityPress,1969.

21)辻直四郎『バガヴアッド・ギーター」講談社，東京,1980

22）上村勝彦『バガヴアツド・ギーター」岩波文庫，東京,1992

23）鎧淳「完訳バガヴァッド・ギーター』中公文庫，東京,1998

24)Edgerton,$:evil"ぅZaehner,&｣evil";辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪過｣。

25)Edgerton,::sin,';Zaehner,"wickedness";辻「罪過｣，上村「罪｣，鎧「罪答｣。

26)taddoSaSabditampapam.…/(A""7zmgi"zりノグ鋤",p.26)「この過失と呼ばれ

る悪を」

27)Edgerton,:crime";Zaehner,"crime";辻「悪行の結果｣，上村「罪悪｣，鎧

「悪行の結果｣。

28)Edgerton,"wickedness'';Zaehner,"wickedness";辻「罪悪｣，上村「罪｣，

鎧「答｣。

29)Edgerton,::sin";Zaehner,"evilthing'';辻「罪過｣，上村「罪悪｣，鎧「罪
過｣。

30)Edgerton,"hOlylaw3';Zaehner,:<laws'';辻「法｣，上村「美徳｣，鎧「法｣。

31)kulasyahikSayekulasambandhinaScirantanadharmastattadagni-

hotradikriyasadhyan"amupayanti/(A"a7zWgか吻餓h",p27)「実に，一族

が消滅にするとき，一族〔という語〕の連結語であり，古来から続いている，

法は，〔つまり〕それぞれの供火祭などの行為の結果は，消滅する｡」

32)Edgerton,:!lawlessness'';Zaehner,"lawlessness"；辻「非法｣，上村「不徳｣，

鎧「非法｣。

33)"stracoditasyanityasyakarmano:nanuSthanadbuddhyavasthastamo

vayavaaSayatampratipanno'dharmah/sacapidvividhah/aniStaSarrrendri-

yaviSayopabhoganirvartakahkhyativarakaSca/(YDadSK23,YzJた"‐
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"i",CriticallyedbyAlbrechtWezlerandShujunMotegi,vol1,Alt-und

Neu-IndischeStudien,Band44,1998,Pl93.)「教典に命じられた〔諸行為

と〕日常的な諸行為（祭祀）とが実行されないことから，統覚にある暗性の部

分が指向力を得たものが、非法である。それは二種類である。望ましくない身

体の感官の対･象の享受をもたらすものと，知を覆うものとである」村上真完

「サーンクヤ哲学における業の問題一ヴァイシェーシカ哲学とも関連して－」

「業思想研究』雲井昭善編，平楽寺書店，京都,1979.p.550参照。

34)Edgerton,"lawlessness'';Zaehner,@Glawlessness";辻「非法｣，上村「不徳｣，

鎧「非法｣。

35)Edgerton,::sins";Zaehner,$:evilways";辻「罪過｣，上村「罪過｣，鎧「罪

答｣。

36)EdgertOn,"wickednes3;Zaehner,::evildeed'';辻「罪悪｣，上村「大罪｣，

鎧「大罪｣。

37)karpanyamdainyam…/(』"α"伽g"Ztly"鋤〃,p36)

38)Edgerton,"taint"iZaehner,::harmfultaint''；辻「過誤（迷妄)｣，上村，訳出

されず，鎧「罪｣。

39)doSaScasvakulakSayakrtah…/(jγ鋤αγ”"肋",p36)「過失とは，自分の
一族の殺裁を行うことである」

40)vHsamsijTrnaniyathヨvihayanavanigrh"tinaro'pargni/tath豆§arTr豆n1

vihayajTmanyanyanisamyatinavanidehr//(BhG222)「人が古い服を捨

てて，新しい他の〔服〕を着るように，魂（デーヒン）は古い身体を捨てて，

新しい他の〔身体〕に入る｡」

41)Edgerton,"evil''iZaehner,"evil";辻「不祥｣，上村「罪悪｣，鎧「罪過｣。

42)Edgerton,"evll"jZaehner,"evil''i辻「不祥｣，上村「罪悪｣，鎧「罪過｣。

43)Edgerton,:6evildeeds";Zaehner,:evilworkg;辻「悪行の結果｣，上村「悪

業｣，鎧「悪業｣。

44)sukrtaduSkrtep皿yapape…/(助城a"6"靭α,pllO)

45)sukrtaduSkrtekarmayogTjahati…/(MIaたα“んα”〃ﾙﾉi",ppllO-lll)「カル

マ・ヨーガの実行者は，善業と悪業を捨てる｡」

46)phalakamanamtyaktva…/(MM"倣況sZZ‘肋α宛『”αたhy",plll)「結果に対する欲

望を捨て」

47)Edgerton,!:gOodorevil";Zaehner,"good…bad'';辻「浄・不浄｣，上村「善

悪｣，鎧「浄不浄｣。

48)SubhamsukhahetumvisaVam…aSubhamduhkhahetumvisavam…./
qソ甲

(M"鋤"s況妨α"fzりﾉ餓勿"､p.118)「浄,[つまり〕楽の原因としての対象を.…･･不

浄，〔つまり〕苦の原因としての対象を」

49)Edgerton,:Gsinf;Zaehner,"taint";辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪垢｣。

50)sarvakilbiSaihsarvapapai§…/(免城αγa6h鰯",pl51)

51)Edgerton,"wickedmen";Zaehner,"evil'';辻「悪人｣，上村「悪人｣，鎧「邪
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悪の徒｣。

52)Edgerton,$:evil"iZaehner,:(evil'';辻「罪垢｣，上村「罪｣，鎧「罪械｣。

53)Edgerton,6malignant";Zaehner,::livinganevillife"ﾗ辻「罪悪｣，上村「罪

ある人｣，鎧「横れし｣。
〃

54)aghayuhpapajrvanaiti"./(施九ﾙ""""",p.154)

55)Edgerton,:sin";Zaehner,"evil"；辻「罪悪｣，上村「悪｣，鎧「邪悪｣。
ダ

56)ayampapamkarmacaratyacaratipuruSah.../(磁城""""",pl72)「こ

の人間は，悪い行為を行う，〔つまり〕行う。」

57)Edgerton,"verysinful'';Zaehner,${Inightilywicked'';辻「大邪悪｣，上村

「非常に邪悪｣，鎧「兇悪のもの｣。

58)Edgerton,"evilone";Zaehner,"evilthing'';辻「邪悪者｣，上村「邪悪なも

の｣，鎧「極悪のもの｣。
〃

59)papmanampapacgramkamam…/(S"たαγαbha鯉α,pl77)「パープマンを，

〔つまり〕悪い行為を，欲望を」

60)Edgerton,"right";Zaehner,"lawofrightousness":辻「正法｣，上村「美徳

（正法)｣，鎧「正法｣。

61)dharmasyaglanirhanirvarnaSramadilakSanasyapraninamabhyu-

dayanihSreyasasadhanasya…/(磁力ﾙαrα肋鮎",pl90)「法の減少(91ani),
〔つまり〕種姓の秩序などを特徴とするもの，生き物たちの繁栄と至福を成立

させるもの，の減少(hani)」

62)Edgerton,､Gunright";Zaehner,:lawlessness";辻「非法｣，上村「不徳｣，鎧

「非法｣。

63)adharmasyavedaniSiddhasyananavidhaduhkhasadhanasyadharmavirodhi-

nah…/(MQ""s"伽α"my餓〃",pl90)「非法(adharma)の,[つまり〕ヴ

ェーダ〔に書かれたことの実行〕の否定の，さまざまな種類の苦を成立させる

ものの，法と矛盾するものの」

64)Edgerton,"evil-doers''iZaehner,"evil-doers";辻「邪悪者｣，上村「悪人｣，

鎧「悪行の結果のものたち｣。

65)duSkrtampapakarinam/(磁城a""M"",p.191)「悪行者たちの,[つまり〕
悪い行為を持つ者たちの」

66)Edgerton,G:evil";Zaehner,$$ill''ぅ辻「不浄（輪廻)｣，上村「不幸｣，鎧「不

浄｣。

67)aSubhatsamsarat//(節減”α6版鞭α,pl99)「不浄から,[つまり〕輪廻か
≦I

↓っ。」

68)Edgerton,"guilt'';Zaehner,"defilement"､辻「罪｣，上村「罪｣，鎧「罪垢｣。

69)kilbisamsamsaram…/(節カル”α城"",p'212)「罪を,[つまり〕輪廻を」

70)Edgerton,"sins'';Zaehner,:$defilements'';辻「汚濁｣，上村「罪障｣，鎧「罪

障｣。

71)kalmaSampapam…/(M"鋤"s"鋤α"f"グ帥",p228)
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72)Edgerton,"sinnerg';Zaehner,"evil-doers";辻「悪人｣，上村「悪人｣，鎧

「悪人｣。

73)papebhyahpapakrdbhyah…/(節雄αγαM"",p233)「諸悪から,[つまり〕
悪を行う者たちから」

74)Edgerton,"worstsinner'';Zaehner,"veryworst'';辻「最悪の人｣，上村「最

も悪人｣，鎧「極悪非道のもの｣。

75)Edgerton,"evil'';Zaehner,"tortuous";辻「罪｣，上村「罪｣，鎧「罪障｣。

76)vrjinamvrjinarnavampapam…/(節雄αγα6版翅α,p233)「ヴリジナを,[つ
まり〕悲惨な海である悪を」

77)Edgerton,"evil,';Zaehner,:&evil";辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪過｣。

78)Edgerton,::sin";Zaehner,"evilworks";辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪

過｣。
J

79)pUjadilakSanamyagadanahomadikamcasukrtam…/(S"h""ﾉi"",p.

262）「神に対する崇拝などを特徴とし，そして供犠布施護摩をはじめとす

る善行を」

80)Edgerton,@6sins";Zaehner,､@taints";辻「罪垢｣，上村「罪障｣，鎧「罪障｣。

81)kalmaSajpapadisamsarakaranadoSah…/(節カルαγαもh"",p265)「罪は，

〔つまり〕悪など輪廻の原因としての過失は」kalmaSammUlajimnamsamsara-

brjabhntam"./(Mﾉ"たα唖hawa陀hy",p.235)「罪を,[つまり〕根本的な無知

(ajmna)であり，輪廻の種子となるものを」
′

82)apunaravrttimapunardehasambandham…/(磁城αγaM"",p.264)「再び

生まれ変わることはない，〔つまり〕再び身体の束縛がない」

83)punardehasambandhakaranamkalmaSampunyapmpatmakamkarma…／

(M"鋤"sZZ鋤α"r砂餓hjノグ,p.265)「再び身体を束縛する原因である罪であり，善

悪を本質とする業（カルマン）を」

84)Edgerton,$:sins'';Zaehner,::taint-of-imperfection";辻「罪垢｣，上村「罪障｣，

鎧「罪障｣。

85)kSmakalmaSahkSmapapadidoSah…/(節減αγα6ﾉi"",p275)「消滅したカ
ルマシャは，〔つまり〕消滅した悪など過失は」

86)yajimdinityakarmanuSthanatpapadilakSanamkalmaSamkSTyate…／

(A刀α"ぬ厚γi"餓h",p275)「祭祀など常に行為を行っているから，悪などを特

徴とする罪が消える」

87)sadhuSuSastranuvartiSu…/(磁城”a6h"翅α,p293)「善人において,[つま

り〕聖典に従う者たちにおいて」sadhugupunyakrtsu…/(Mﾉα虎α"#加砂雄伽α，

p294)「善人において,[つまり〕善を行う者において」

88)Edgerton,"evilmen";Zaehner,(:theevil"ﾗ辻「悪人｣，上村「悪人｣，鎧

「悪人｣。

89)papeSupratiSiddhakariSu…/(S""""M"",p.293)「悪において,[つま
り教典に書かれたことの実行を〕否定する者において」papeSupapacareSu...
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/(MIaたα”αzly"My",p294)「悪において,[つまり〕悪行者において」

90)Edgerton,"stainless";Zaehner,freefrom[all]stain"ﾗ辻「罪障なき｣，上村

「罪障のない｣，鎧「罪障なく」。

91)akal,naSamdharmadharmadivarjitam//(節雄”α肋"",p314)「罪のない，
〔つまり〕法と非法などを捨てた｡」シャンカラは，カルマシャ（罪）の内容を

法と非法と解釈し，解脱のためには非法だけでなく法までも捨てねばならない

と考えていたようである。サーンキヤ学派では，法・非法は行為の結果と考え

られていた。（村上真完「サーンクヤ哲学における業の問題一ヴァィシェーシ

カ哲学とも関連して－」「業思想研究」雲井昭善編，平楽寺書店，京都,1979.

pp.535-578参照）解脱の妨げになる行為の結果は，善であれ悪であれ罪なの

である。たとえば，註釈者マドゥスーダナも次のように言う。

samsarahetudharmadharmara…/(MM"鋤"s"鋤α"my雄h",p314)「輪廻の原

因である法と非法」この考えは，サーンキヤ学派の主張と矛盾しない。たとえ

ば，『サーンキヤ・カーリカー」では次のように言われている。dharmena

gamanamUrdhvam/gamanamadhastadbhavatyadharme"/jmnena

capavargah/viparyayadiSyatebandhah//(SK44,恥だ"”汝a1998,pp.

235-236）「法によって向上が，非法によって向下がある。そして，知識によ

って解脱が，反対（無知）から〔業の〕束縛が認められる」村上真完「サーン

クヤ哲学研究一インド哲学における自我観一』（春秋社，東京,1978)p652

参照。

92)Edgerton,(Gstain'';Zaehner,"flawS";辻「罪障｣，上村「罪障｣，鎧「罪障｣。

93)vigatakalmaSovigatapapah…/(S"城αγαM"",p315)「消滅した罪を持つ，
〔つまり〕消滅した悪〔業〕を持つ」

94)Edgerton,::badend";Zaehner,"evilpath";辻「悪趣（地獄)｣，上村「悪趣｣，

鎧「悪趣｣。

95)durgatimkutsitamgatim…/(S""""6ﾙ〃鯉α,p.333)「ドウルカテイに,[つ
まり〕ひどく悪い道に」

96)Edgerton,::sins";Zaehner,"taint";辻「罪｣，上村「罪｣，鎧「罪垢｣。

97)samSuddhakilbiSoviSuddhakilbiSahsamSuddhapapah"./(S""""M"",

p.338)「清浄(samSuddha)な罪は,[つまり〕清浄(viSuddha)な罪であり，

清浄な悪は」

98)Edgerton,"evil-doers";Zaehner,{Gdoersofevil'';辻「悪行をなし｣，上村

「悪をなす｣，鎧「悪業のもの｣。

99)duSkrtinahpapakarinah…/(施城αγaM"",p.361)

100)Edgerton,"sin";Zaehner,''ill'';辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪障｣。

101)Edgerton,"evil'';Zaehner,''ill";辻「不浄（悪)｣，上村「不幸｣，鎧「稜悪｣。

102)aSubhatsamsarabandhanat//(S"たαγaM"",p411)「不浄から,[つまり〕

輪廻の束縛から｡」

lO3)Edgerton,::sin";Zaehner,"fault'';辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪垢｣。
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104)pntapapahSuddhakilbiSah…/(鉋九hara6版靭α,p430)「清らかな悪は,[つ

まり〕清浄な罪は」

105)Edgerton,"goodandevil";Zaehner,"fairandfoul'';辻「好ましき，また好
ましからざる｣，上村「善悪｣，鎧「善悪｣。

106)SubhaSubheistaniSte…/(""""M"",p.436)「浄と不浄とは，望まれた
ものと望まれないものとである」

107)Edgerton,:&veryevildoer";Zaehner,::evilaman'slivelihood";辻「極悪の

人｣，上村「極悪人｣，鎧「極悪無道のもの｣。
／

108)susthuduracarahsuduracaro'tTvakutsitacarah…/(鉋城αγα6版型α,p､438)

「過度の悪行者(dur-Hcara)である，スドゥルアーチャーラは，非常な悪行者

(kutsita-acara)であり，」

109)Edgerton,"baseorigin";Zaehner,"basebom";辻「生まれ賤しき者｣，上村

「生まれの悪い者｣，鎧「生まれ悪しき人ぴと｣。

110)papayonayahpapajanmanah/(S"たαm6施鯉α,p.439)「悪い母胎を持つ者と
は，悪い生まれの者である｣。

11l)Edgerton,"evils";Zaehner,"evil'';辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「罪障｣。

112)Edgerton，:;goodandevil(objects)";Zaehner,#(pleasantandunpleasant

thing3;辻「好悪｣，上村「好悪｣，鎧「浄不浄（のもの)｣。

113)6ubhaさubhepunyapapekarmam…/(Sh7i"""bh"鯉α,p516)「浄と不浄，
〔つまり〕善と悪の行為の結果（業）を」subh3§ubhesukhasadhanaduhkhasa-

dhanekarmanT…/(M"鋤創”肋α"f吻餓hy",p516)「浄と浄,[つまり〕楽を成

立させるものと苦を成立させるものである行為の結果（業）を」

114)Edgerton,"evils'';Zaehner,"whatconstitutestheirworthlessness"；辻「害

悪｣，上村「害悪｣，鎧「諸悪｣。

115)jaramaranamokSaya…/(BhG729)「老と死からの解脱のために｣。

116)Edgerton,"goodandevil";Zaehner,､goodandevil";辻「善悪｣，上村「善

悪｣，鎧「善悪｣。
”

117)sadyonayodevadiyonayo'sadyonayapaSvadiyonayah/(S"""fzM"",p

567）「善い母胎を持つ者とは，神などの母胎を持つ者である。悪い母胎を持つ

者とは，獣などの母胎を持つ者である｡」

118)Edgerton,"goodandevil";Zaehner,"goodandevil'';辻「善悪｣，上村「善

悪｣，鎧「善悪｣。
〆

119)sadasadyonijanmasvasyasamsarasyakaranam…/(施城”α妨"",p567)

「善悪の母胎から生まれるときの，この輪廻の原因を」

120)Edgerton,"sin";Zaehner,"taint"｝辻「欠陥｣，上村「害｣，鎧「邪悪｣。

121)Edgerton,"false";Zaehner,:false";辻「不善｣，上村「誤った｣，鎧「邪見｣。

122)asadgrahanaSubhaniSCayan…/(Sα城αγα帥"",p642)「悪い理解を,[D
まり〕不浄な決定を」

123)Edgerton,"false'';Zaehner,"false";辻「不善｣，‐上村「誤った｣，鎧「邪見｣。
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124)Edgerton,"wickedonef;Zaehner,:#strangersto[all]good''｝辻「憎悪者｣，

上村「不浄｣，鎧「不浄｣。

125)aSubhanaSubhakarmakarinah'"/(S""""M"",P647)「不浄を,[つま
り〕不浄な行為を行う者たちを」

126)Edgerton,$:sinful";Zaehner,"taintedwithdefect";辻「欠陥｣，上村「過失｣，

鎧「罪過｣。

127)yahkarmanisaxigamtyaktvatatphalamcanityakarmanuSthayrsatygg丁／

（節城αγα肋"鯉α,p687)「行為するときに執着とその結果を捨てて，常に行為
を行う人が捨離者である｡」

128)Edgerton,"disagreeable'';Zaehner,"uncogenial";辻「好ましからざる｣，上

村「望ましくない｣，鎧「得手ならぬ｣。

129)akuSalamaSobhanam…/(Sb7ih""6h"",p687)

130)Edgerton,"agreeable"iZaehner,"cogenial";辻「好ましき」，上村「望まし

い｣，鎧「得手なる｣。

131)Edgerton,"right";Zaehner,"lawful-right";辻「法｣，上村「美徳｣，鎧「法｣。

132)Edgerton,"unright";Zaehner,!:lawless-wrong'';辻「非法｣，上村「不徳｣，

鎧「非法｣。

133)dharmamSatracoditamadharmamcatatpratiSiddham…/(免城αγαもh"",p.
715)「法を,[つまり〕教典に命令されたこと（祭祀）を，そして非法を，そ

の（教典に命令されたことの実行の）否定を｣。村上1979,pp.550-551参照。

134)EdgertOn,"unright'';Zaehner,"wrong,lawlessness";辻「非法｣，上村「不

徳｣，鎧「非法｣。

135)Edgerton,"right''IZaehner,:Gright";辻「法｣，上村「美徳｣，鎧「法｣。

136)Edgerton,"guilt";Zaehner,"defilement";辻「罪垢｣，上村「罪｣，鎧「罪

垢｣。

137)kilbiSampapam//(Sα城αγα肋“ｼα,p.728)

138)Edgerton,:Cfaulty";Zaehner,"defective"；辻「欠陥｣，上村「欠陥｣，鎧

「答｣。

139)Edgerton,"faults";Zaehner,"defects";辻「欠陥｣，上村「欠陥｣，鎧「答｣。

140)Edgerton{<evils";Zaehner,"evils";辻「罪悪｣，上村「罪悪｣，鎧「邪悪｣。

141)sarvapapebhyahsarvadharmadharmabandhanarnpebhyah…/(免城”α‐

6ﾙα翅α,pp.753-754)「すべての悪から,[つまり〕すべての法と非法の束縛と

いうかたちから｣。ここでの法（ダルマ）・非法（アダルマ）も，行為の結果

（業）である。

sarvapapebhvobandhuvadhadinimittebhvahsamsarahetubhvah.…/(M"鋤"‐

”鋤α"""My",p754)「すべての悪から,[つまり〕束縛という〔解脱を〕打

ち負かすものなどという原因，輪廻の原因から」

142)シャンカラは，輪廻の原因としての悪行の結果（業）を過失(dosa)と呼

ぶ。本稿註81参照。
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